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世

界

経

摘

の
成
立
過
程

( 

) 

作

田

ヨ子

[自

前
向
民
粧
清
交
通
の
竣
展

同
じ
陛
旧
砕
を
範
闘
ど
す
る
縦
減
交
通
で
ゐ
・
り
な
が
ら
、
同
際
経
済
交
通
に
比
べ
て
一
歩
後
札
っ
、
殆
H

と
之
さ
並

行
し
て
俊
民
し
来
れ
る
も
の
は
、
卸
ち
高
民
経
済
交
通
で
あ
る
G

此
同
聞
の
儒
済
交
泌
b
亦
閥
際
方
而
に
於
け
る
如

〈
三
つ
の
小
階
段
に
凡
却
に
れ
得
る
。
続
初
に
は
早
〈
よ
り
肝
界
内
各
地
に
跨
り
て
断
片
的
・
乱
雑
的
に
各
術
経
済

の
相
一
凡
交
通
が
行
は
れ
、
次
に
は
北
(
等
炉
開
燥
し

τ
一
定
の
系
統
H
A
ぴ
秩
序
を
具
ふ
る
に
至
る
ピ
主
、
其
蕗
に
高

民
統
済
を
成
立
せ

L
め
、
修
に
は
古
両
氏
印
刷
憐
が
一
見
に
純
じ
て
其
系
統
H
A
び
秩
序
を
延
長
し
、
各
閥
民
Mm
演
を
北
(
下

に
閲
聯
せ

L
む
る
り
で
あ
る
。

第
一
に
各
筒
経
踏
の
相
任
交
通
の
俊
民
を
見
る
に
、

巳
に
閥
民
経
済
成
立
以
前
に
あ
ち
て
も
、

人
々
が
軍
に
筒

人
吉
し
て
岡
墳
を
越
へ
て
貿
易
又
は
移
住
を
試
み
た
る
事
例
は
決
し
て
少
〈
な
い
。
但

L
其
は
部
分
的
・
問
欲
的

に
行
は
る
、
に
止
ま
b
J
、
共
が
包
括
的
・
縦
約
的
ご
な
っ
た
の
は
・
同
問
民
経
済
の
成
立
以
後
に
於

τ岡
際
経
済
交
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λ
大

泌
の
俊
民
正
相
件
へ
る
出
来
事
で
ゐ
る
o

同
際
総
務
が
附
民

L
て
各
園
内
経
隣
を
聯
結
す
乙
ま
で
に
立
至
れ
ば
、

的
々
の
岡
民
経
隣
相
瓦
削

ω通
路
が
腐
〈
開
放
さ
れ

τ、
多
〈
の
人
々
は
岡
蹴

ω
拘
束
を
雌
る
、
所
の
絡
憐
交
通

を
も
な
す
に
至
る
。
人
々
の
交
通
上
の
地
位
や
自
分
は
岡
家
統
制
に
結
び
付
り
ら
る
、
岡
民
で
あ
っ
て
も
・
葉
活

動

ω境
涯
は
閤
民
的
で
な
〈
、
取
に
筒
人
正
し
て
腐
き
世
界
の
範
固
に
於
て
其
鱗
隣
的
欲
求
を
充
た
古
う
ご
す
る

行
動
が
許
き
る
、
。
世
界
仁
於
り
る
各
筒
経
済
の
相
瓦
交
泌
は
北
(
悲
礎
を
筒
人
的
風
品
目
性
に
蹴
き
、
其
位
陣
件
h
f
t

岡

際
総
務
交
泌

ω俊
M
此
に
位
〈
。
従
っ
て
是
蕗
に
も
亦
限
腕
〈
世
界
に
一
日
一
h
て
交
通
路
が
閃
か
れ
居
る
ピ
言
ふ
こ
ピ
が

必
要
的
前
提
ご
な
る
。

先
仁
述
べ

る
国
民
経
横
山
り
封
外
交
泌
ご
雌
も
、
交
一
地
常
事
者
は
岡
山
添
を
除
い

τは
私
人
た
る
各
的
経
済
で
ゐ

る
0

3
れ
ど
此
場
合
に
於
り
る
各
筒
経
械
の
交
通
行
柏
崎
に
就

τは
、
主
(
が
悶
民
総
出
明
仁
立
脚
し
、
立
(
の
経
済
組
織

山
内
外
を
分
も
、
沙
外
交
通
が
怠
志
凶
民
絞
携
に
何
等
か
の
瓜
悶
含
有
し
又
は
結
果
を
興
ふ
る
も
の
で
あ
る
ご
言

ふ
鮎
を
日
似
正
し
て
山
叫
ん
捺
す
る
川
り
で
あ
る
o

然
る
に
滋
に
言
ふ
所

ω世
界
に
於
け
る
各
筒
終
消

ω柏
町
交
通
に
就

て
は
特
別
的
意
味
を
持
た
し
め
、
各
的
経
憐
が
開
平
に
自
己
の
継
燐
目
的
を
意
識
す
る
の
み
仁
て
、
剛
氏
縦
済
上
の

間
界
に
於
り
る
各
飾
経
済

ω相
互
交
通
は
次
の
諸
貼
に
於
て
幽
民
経
済
の
割
外
交
通
ピ
匝
別
L
得
ら
る
、
。
主
〈

意
志
に
則
ム
リ
又
は
之
仁
添
ふ

τ行
動
す
る
こ
ピ
な
き
内
外
-
無
差
別
の
交
通
を
な
す
も
の
で
あ
る
ぜ
言
ふ
軌
を
目
標

ピ
L
て
槻
察
す
る
の
で
あ
る
o



」
は
各
筒
経
済
的
交
通
行
矯
M
Y

私
人
た
る
筒
人
又
は
批
回
の
問
に
行
は
る
、
も
の
に
限
ら
れ
、
国
家
又
は
政
府
の

行
錯
を
包
合
し
な

ν。
筏
者
は
例
へ
ば
政
府
的
外
偵
募
集
の
如
く
全
〈
閥
民
経
済

ω
一
定
目
的

ω下
に
行
は
る
、

調
外
交
通
で
あ
る
。
其
一
一
に
は
各
筒
綴
憐
の
相
一
凡
交
通
は
岡
家
的
指
闘
又
は
委
託
に
依
ら
古
る
行
動
で
あ
る
、
共

な
b
ば
困
家

ω行
動
に
単
品
ぱ
も
る
、
。
例
へ
ば
海
運
曾
刷
が
政
府

ω命
令
航
路
に
従
事
l
又
は
銀
行
が
政
府

ω委

託
を
受
付

τ封
外
金
融
一
し
従
事
す
る
が
如
、
さ
は
各
筒
級
協
仰
の
交
通
で
は
な
い
o

共
三
に
は
各
附
経
憐
間

ω交
通
は

岡
家
り
定
め
た
る
制
度
又
は
政
策
に
依
抽
揮
す
る
場
合
で
な
〈
、
国
家
統
制
が
各
人
の
自
由
行
動
に
放
任
す
る
範
悶

に
於
い
て
行
は
る
、
も
り
で
あ
る
。
例
へ
ば
国
家
の
奨
川
則
金
を
受
り
て
ノ
打
ム
貿
易
や
が
運
ゃ
、
若
〈
は
北
(
認
可
を

経
て
外
交
を
備
受
く
る
が
如
き
場
合
を
除
外
す
る
。
其
阿
に
は
各
筒
経
済
附
の
交
通
は
な
人
吉
し
て
も
岡
民
縦
済

ゆ
目
的
を
遂
行
す
る
意
向
函
を
以
て
せ
す
、
会
〈
筒
人
的
欲
求
に
山
つ
る
行
動
を
謂
ム
。
例
へ
ば
潟
硲
銀
行
が
掛
外

牧
支
の
調
節
合
計
る
が
銭
的
に
採
算
以
外
の
相
場
を
定
め
て
翁
替
を
取
扱
ム
場
合
ピ
回
調
h
、
人
々
が
自
己
の
利
盆

の
骨
川
に
佐
川
替
投
機
を
試
d
U
る
が
如
し
。
其
五
は
各
筒
経
務
聞
の
交
通
は
閥
民
総
務
上

ω統
制
仁
反
し
て
ま
で
も
行

は
る
、
。
例
へ
ば
密
総
出
入
の
如
吉
、
資
本
持
出
を
禁
止
せ
る
際
に
密
か
に
外
岡
銀
行
に
預
金
す
る
が
如
き
、
私

出
向
結
枇
を
設
げ
て
外
園
山
同
志
己
共
に
経
済
革
命
運
動
を
試
む
る
が
如

L
o
要
す
る
に
各
筒
経
済
的
相
H
交
通
が

国
民
経
済
り
割
外
交
通
よ
具
る
所
は
、

一
が
困
民
的
立
場
に
於
て

L
他
が
筒
人
的
立
場
に
於
て
す
る
に
あ
る
。
岡

民
経
蹴
聞
は
意
志
髄
ピ
[
て
の
閤
申
郡
山
統
制
に
よ

h
、
剛
館
経
済

ω
保
存
及
繁
栄
の
川
的
に
組
底
す
る
交
通
系
統
R
A

論

叢

世
界
註
倍
心
成
立
過
程

第
二
十
こ
を
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ノ、
ハ.

秩
序
を
立
て
、
其

ω下
に
於
て
自
国
民
り
長
所
及
短
所
〆
渉
外
関
係
じ
よ
ヨ
り
て
調
和

L
ょ
う
ピ
計
る
の
で
あ
る

が
、
政
府
は
勿
論
、

北
(
系
統
及
秩
序
に
従
っ
て
行
動
し
、

犯
人
正
雌
も
格
品
則
的
又
は
所
動
的
に
同
ほ
の
行
動
に
山

づ
る
己
認
め
ら
る
、
限
'
り
は
之
を
国
民
経
済

ω
封
外
交
通
ご
見
る
o
h
y
」
ご
具
、
り
な
人
一
V
M
隅
民
経
済
上
り
川
的
以
外

に
立
ち
て
筒
人
的
生
活
の
目
的
遂
行
に
止
ま
る
さ
見
ら
る
、
内
外
人
聞
の
交
通
は
各
怖
縦
済
の
相
川
交
泌
に
風
す

る
o

但
し
筒
人
目
的

ω
行
動
正
雄
も
同
民
経
憐
上
の
目
的
に
照
ら

L
J
L
閥
民
経
怖
の
消
長
に
双
開
又
は
岡
県
内
閲

係
を
有

f
L
方
面
よ
り
考
察
4
る
場
合
に
は
、
共
ぃ
什
限
度
に
於
て
之
を
図
民
経
携
の
封
外
交
通
三
見
る
の
で
ゐ

る
o

例
へ
ば
一
両
人

ω純
品
目
利
的
な
る
貨
物

ω輪
山
入
行
局
ご
雌
も
、

之
を
閥
民
の
一
般
需
供
の
迎
合
又
は
射
外

牧
支
川
り
釣
照
に
閥
係
せ
し
め

τ見
る
ご
き
は
、

其
鮎
に
け
は
閥
民
経
済
の
劉
外
交
通
の
範
闘
に
加
へ
ら
る
、
が
如

。
位
外
に
於
げ
る
各
怖
叩
脱
出
例

ω相
江
交
通
£
離
も
、
闘
民
縦
憐
が
求
に
自
然
経
済
に
止
ま
る
聞
は
、
特
に
閥
民
経

に
過
ぎ
な
い
o
然
る
に
蹴
民
総
怖
が
意
志
経
憐
ピ
な
る
に
及
ぺ
ば
、

自
然
郡
勝
時
代
に
川
県
長
別
で
あ
っ
た
内
外
聞

描
仰
の
針
外
交
辿
t
e
h
幽
別
せ
ら
る
、
特
徴
な
〈

B

政
治
的
一
般
秩
序
ゆ
境
亦
よ
h
見
れ
ば
凶

ω内
外

ω悩
域
は
存
す

る
も
、
経
済
上
の
見
地
よ
り
す
れ
ば
一
一
稲
川
の
交
泌
も
共
に
圏
内
交
泌
が
地
域
的
に
凶
外
交
通
に
延
長
さ
れ
た
も
の

の
交
通
が
、
意
七
日
経
術
的
系
統
及
秩
序
に
照
ら
[
之
に
綾
化
合
生
十
る
も
山
ど
見

f

り
る
、
所

ω劉
外
交
通
ご
、
斯

か
る
制
刷
出
介
を
脱
し
て
単
に
地
域
的
に
閥
抗
視
を
越
へ
世
砕
を
範
幽
ご
す
る
も
の
さ
見
ら
る
、
所
の
筒
人
間
の
相
克
交



過
ご
が
凶
別
苫
れ
て
世
帯
る
。
従
っ
て
各
筒
経
済
問
の
相
足
交
通

ω批
官
民
ピ
言
ふ
も
、
特
に
岡
民
経
泌
の
封
外
交
通

ご
全
く
別
筒
の
新
し
い
交
泌
4
件
が
俊
生
す
る
ピ
云
ふ
詳
で
は
な
く
、
同
際
経
掛
が
自
然
経
済
よ
り
意
志
経
済
仁

進
化
す
る
際
に
、
内
外
人
間

ω交
泌
の
中
に
1
.
附
民
経
済

ω劉
外
食
通
正
別
同
刊
に
脱
す
る
ご
見
ら
る
、
各
内
経

掛
り
相
瓦
」
匁
辿
が
性
質
的
仁
川
四
別
苫
れ
、
叉
共
意
味
に
於
て
後
生
す
る
の
で
わ
る
o

向
ほ
一
般
に
内
外
人
聞
の
交

過
が
進
出
胤
す
る
ピ
き
は
、
剥
外
交
通
己
共
に
各
筒
経
雌
倒
的
交
活
も
亦
進
脱
す
る
の
で
ゐ
る
。

第
二
に
、
世
界
に
於
り
も
各
筒
締
憐
の
相
互
交
通
が
後
反

L
行
く
じ
き
は
、
其
結
果
正
[
て
閥
際
絡
協
約
ピ
畑
山
一
ぜ

異
に
す
る
両
氏
魁
怖
が
成
立
す
る
o
各
筒
経
憐

ω相
互
交
泌
は
版
め

τ多
数
の
交
泌
取
位
の
仰
し
後
生
し
椅
雑
多

様
の
閲
係
を
結
よ
認
な
る
が
、
此
締

ω交
通
は
も
正
艶
外
相
枇
-
併
交
通
を
成
立
保
件
ど
す
る
も

ω
に

τ.
針
外
交
通

が
系
統
的
・
秩
序
的
ピ
な
h
閥
際
経
済
ご
な
る
に
従
つ

τ此
ω交
通
も
亦
同
係
の
形
態
に
導
か
れ
て
首
都
品
。
但
vh

国
民
総
憐
の
現
在

ω系
統
及
秩
序
を
破
接
せ
ん
古
す
る
世
界
的
革
命
述
動
的
如
、
ョ
各
筒
的
相
立
交
泌
は
、
剛
四
家
及

闘
際
凶
健
の
脱
抑
甚
し
き
聞
は
系
統
u
A
秩
目
が
の
列
に
入
b
得
な
か
っ
た
が
、
足
す
ら
も
次
第
に
共
の
略
抑
が
覚
る

や
か
に
な
る
に
つ
れ
て
系
統
的
・
秩
序
的
ご
な
っ
て
来
た
。
現
時
、
各
倒
的
相
互
交
通
の
中
、
社
取
h
強
へ
る
系
統

及
秩
序
を
具
ふ
る
も
の
は
、
花
企
業
者
及
一
般
人
の
閥
に
行
は
る
、
商
業
で
あ
り
、
投
資
及
錦
替
の
金
融
も
や
、

之
に
比
す
べ
き
も
の
で
ゐ
る
o

特
に
商
業
が
世
界

ω
市
場
に
貨
物
配
給

ω
網
を
版
。
、
成
〈
且
つ
絶
え
守
備
別
的

最有

議

世
界
組
岬
聞
の
成
立
描
程

弟
二
十
二
巷

13， 

税

士
川
)

λ、
九



論

設

制↑

ω骨
粗
怖
心
成
立
曲
程

第
二
十
二
巻

( 

~1 

晶E

七
六
)

ブb
O 

話
要
及
提
供
の
迎
合
を
計
る
所
の
機
構
及
作
用
は
最
も
若
し
〈
整
然
た
る
も
の
で
あ
る
。
「
へ
ラ
タ
エ
戸
」
氏
の
世

界
商
業
m
m
T

は
此
の
貨
物
の
世
界
的
配
給
を
行
ふ
断
の
各
筒
的
交
通
を
劃
象
正
す
る
の
で
あ
る
。
併
し
私
の
用
語
に

よ
れ
ば

英
は
高
民
商
業
で
あ
っ

τ世
界
商
業
で
は
な
レ
。

世
界
前
業
は
高
民
商
業
の
外
に
闘
際
商
業
が
加
は

り
、
且
つ
立
(
は
前
者
に
比
し
同
等
以
上

ω意
義
を
有
す
る
。

岡
崎
棋
を
越
へ

τ行
は
る
各
筒
経
済
の
相
互
交
通
に
於
て
系
統
及
秩
序
が
成
立
す
る
正
き
に
、
主
一
が
高
民
経
済
芭

呼
ば
る
、
。
国
民
縦
演
の
系
統
及
秩
序
は
国
際
経
済

ω英
等
世
保
件
ご
し
て
成
立
つ
が
、

併
し
後
者
が
本
質
的
に

‘
、
、
、
.
、
、
.

は
白
然
的
な
る
も
作
用
的
に
は
意
士
山
カ
に
依
る
正
一
異
b
、
前
者
は
全
〈
自
然
的
系
統
及
秩
序
な
る
を
特
色
正
す

る
。
其
践
に
は
何
等

ω立
法
な
く
殴
督
な
〈
企
識
な
〈
縦
替
な
〈
、
唯
に
必
然
的
運
命
的
に
誕
生
L
来
る
の
で
あ

英けい・少
L
も
奇
削
酬
で
な
い
ヘ
意
志
の
立
場
か
ら
批
判
的
に
見
る
か
ら
奇
蹴
で
あ
る
|
l
，
岡
氏
縦
械
で
は
意
士
山
統

る
o

制
ゆ
る
岡
際
「
カ
1
7
w
」
戒
は
「
ツ
ラ
月
ト
」
の
如
-3
・
叉
枇
労
働
組
合
或
は
帥
労
働
政
誌
の
甜
ゆ
る
闘
際
聯
合

ω

如
器
、
私
の
似
念
に
よ
れ
ば
闘
際
的
で
な
〈
高
民
的
で
あ
る
。
是
等

ω枇
固
其
も
の
、
内
部
に
は
倒
人
間

ω意
志

的
交
泌
系
統
及
秩
序
が
存
庇
す
る
も
、
外
部
関
係
に
於
り
る
両
氏
絞
臨
胴
上

ω事
象
h

い
る
紡
に
於
て
は
一
的
自
然
現

象
に
外
な
ら
旧
制
。
系
統
及
秩
序

ω最
も
整
へ
る
商
業
及
金
融
の
如
、
き
も
、
今
日
備
は
其
拍
車
込
は
会
〈
自
然
の
手
に

握
ら
れ
て
居
る
o

自
然
経
掛
現
象
の
一
大
奇
州
側
代
る
恐
慌

ω如
き
も
|
|
批
判
を
容
れ
な
い
自
然
現
象
正
し
て
は

制
が
進
歩
す
る
に
従
つ

τ其
ω運
動
を
劇
的
行
吉
、
岡
際
経
済
に
於

τす
ら
政
府
和
互
の
協
力
に
よ
り
て
幾
分
其



の
爆
後
及
蔓
延
を
抑
へ
得
る
が
、
高
民
経
済
に
ゐ
り
て
は
‘
唯
H

い
並
(
成
行
仁
放
任
す
る
外
は
な
い
の
で
ゐ
る
o

第
三
に
、

高
民
献
脱
出
制
の
成
立
は
や
が
て
其
下
に
於
り
る
ん
『
町
中
山
昨
府
川
前
川
柳
必
ず
M

誘
致
す
る
。
岡
際
経
済
は
剛
氏

経
済
を
断
つ
る
城
壁
に
通
路
を
作
る
も
の
で
あ
る
が
、
首
向
民
経
済

ω仰
山
慨
は
、
北
(
々
節
分
を
限
定
す
る
闘
民
総
憐

聞
の
境
界
泌
を
切
下
げ
で
、
立
(
等
を
世
界
一
帯
り
中
地
に
磁
へ
や
う
正
す
る
。
共
の
著
し
当
事
例
は
先
づ
闘
民
的

生
産
分
業
が
段
々
ご
官
両
氏
的
生
産
分
業
に
、
国
民
的
流
通
市
場
が
次
第
に
前
向
民
的
流
通
市
場
に
術
大
呂
れ
行
f
放

態
に
之
を
見
る
o

凶
民
総
務
内
の
生
産
分
業
は
共
の
封
外
交
池
の
聞
く
る
仁
及
ん
で
岡
際
的
分
業
に
移
。
行
〈

が
、
此
分
業
以
術
ほ
幽
民
的
意
闘
に
自
の
て
或
桂
皮
ま
で
不
自
然
な
る
人
銭
的
方
策
に
左
右
さ
る
、
。
然
る
に
此

の
人
絹
的
分
業
は
真
に
高
民
経
済
の
勢
力
の
よ
り
強
き
部
分
に
あ
り
て
は
復
た
自
然
的
欣
態
に
後
へ
ら
る
、
。
此

の
分
業
紋
態
は
夏
に
流
辿
般
競
吉
相
件
ひ
‘

或
税
皮
ま
で
は
岡
境
は
有
札
ど
も
鉱
山
き
が
如
〈
、
唯
に
良
質
廉
債
な

る
貨
物
が
需
要
さ
れ
、
北
(
を
提
供

L
得
る
所
に
企
業
が
越
さ
る
、
。

次
に
岡
氏
経
済
を
高
民
的
に
闘
聯
せ

L
む
る
現
象
の
中
、
特
に
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
ご
し
て
は
、
資

本
主
義
の
高
民
的
支
配
正
一
労
働
主
義
の
高
民
的
迩
勤
正
を
県
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
企
業
よ
り
見
た
る
近
代
各
閣

の
経
済
組
向
は
資
本
主
義
制
の
全
盛
時
代
で
あ
る
が
、
之
に
反
抗
し
て
労
働
者
運
動
が
勃
興
し
、

一
は
現
賞
の
支

配
カ
ご
し

t
、
他
は
其
を
破
壊
し
よ
う
ご
す
る
質
符
力
ご
し
て
、

一
が
世
界
的
に
凋
翼
を
伸
ば
す
に
従
つ

t
他
も

詰面

議

世
界
総
済
自
成
立
過
桂

第
ニ
十
二
巻

(
第
二
掛

七
七
)

九



各
倒
的
産
業
資
本
，
減
、

妹
に
英
米
濁
仰
等
の
金
融
資
本
家
は
、

自
己

副首

込;/民

世
界
魁
怖
心
成
立
過
向
日

第
二
十
二
容

jf< 

抗

←じ

λ 

ゴL

1任
先排
づ的
資・に
本‘戦
ごl子 I-Ii
義‘を
ω， ~長
文、ち
目己、 τ 

就
て
員

ば

い悼方
h
f
-
h
凶
民
縦
械
を
市
内
民
的
に
闘
川
柳
せ
し
め

τ来
た
。

十血叫刷

ω
機
闘
に
依
ム
り
又
は
主
(
勢
力
範
凶
に
脱
す
る
多
〈
の
投
資
企
業
を
辿
[
て
問
問
〈
世
排
の
市
場
に
投
資
制
を
憐

げ
、
比
バ

ω一
議
ふ
所
以
利
州
側
り
牧
借
り
多
少
で
ゐ
b

・
共
叫
岬
め
仁
は
必
し
も
岡
墳
の

1
l地
域
的
に
も
統
制
的
に
も

|
|
内
外
じ
関
心
を
持
た
な
い
。
資
本
主
義
は
も
吉
岡
民
経
済
に
於

τ自
然
経
済
的
に
後
生
[
、

次
で
岡
山
添
の
保

誌
に
依
り
1
般
磁
を
極
む
る
じ
及
ん
で
真
に
自
然
経
済
的
な
る
陛
界

ω市
場
に
進
出
し
た
。
誌
の
行
動
及
現
象
は

本
質
的
に
は
同
氏
経
済

ω
成
長
己
は
別
怖
の
軌
道
を
辿
る
所
の
悦
人
主
義
的
階
級
蓮
動
で
あ
る
か
ら
明
か
仁
尚
氏

縦
憐
の
範
凶
に
胤
す
る
も
の
で
む
る
o

此
等
資
本
家
附
級

ω勢
力
は
殆
ど
一
樹
財
政
的
要
部
を
友
右
し
、
従
て
此

の
財
政
を
通
じ
て
凶
際
政
治
に
於
り
る
和
戦

ω決
定
仁
す
ら
重
大
な
る
勢
力
を
及
ぼ

f
ま
で
仁
立
到
つ
冗
。
此
航

拙
出
は
之
を
山
川
山
弁
パ

Lrrrr山
間

rrrm袖川
r一
郎
ご
制
ふ
も
北
九
支
な
い
一

U

ム
班
長
正
ら
[

P
る
泊
め
に
、
車
に
倒
内
に
於
て
閥
米
を
利
加
す
る

財
閥
資
本
主
義
者

ω
仙
川
紋
は
自
己

ω
利
錨
ス

ω
み
な
ら
す
.
一
見
に
位
排
に
於
け
る
資
本
主
、
議
活
動
を
牧
扱
せ

L
U
る
や
う
自
己
め
泌
す
る
幽
'M

部
を
其
方
向
に
誘

致
す
る
o

閥
山
部
も
亦
廿
(
闘
策
ぞ
質
行
す
る
矯
め
に
は
現
貨
の
料
隣
町
辿
笹
川
山
大
勢
力
た
る
資
本
家
を
利
用
L
ょ
う
正

L
、
殊
じ
岡
山
氷
山
重
契
機
闘
に
立
て
る
人
々
が
資
本
家
な
る
か
又
は
資
本
家
階
級

ω擁
誰
に
よ
hJJし
装
地
位
を
保

持
し
よ
う
ぜ
す
る
場
合

!
l米
国
は
北
む
肢
も
著
L
い
も
の
で
あ
る
ー
ー
ー
に
は
、
閥
ハ
水
の
意
士
山
統
制
は
主
ご
し
て



問
内
に
於
け
る
資
本
主
義
制
を
確
保
す
る
の
み
な
ら
す
、
進
ん
で
世
界
の
市
場
に
於
け
る
自
国
資
本
家
の
活
動
を

援
護
し
、
時
に
は
指
婚
し
、
閥
民
経
済
は
資
本
主
義
凶
山
本
に
率
ひ
ら
る
、
組
織
惜
の
如
、
喝
さ
制
仰
を
果

L
て
相
互
に
技

側
交
渉
す
る
o

倒
家
一
か
山
平
に
凶
民
資
本
主
義
制
を
認
容
す
る
の
み
な
ら
す
、
比
五
上
仁
封
外
的
に
も
別
刷
資
本
主
義

活
動
を
級
制
担
[
又
は
指
ー
出
す
る
態
度
を
見
る
、

Edは
、
甘
-
一
蕗
じ
財
閥
資
本
主
義
山
一
列
に
、
世
作

r
r
r
r昨山
mr

本
主
義
的
行
動
を
認
め
得
る
。
此
は
岡
山
水
が
岡
有
資
本
企
以
て
自
ら
産
業
都
営
の
局
に
蛍
る
所
の
岡
民
艇
憐
上
の

岡
家
資
本
主
義
正
金
〈
別
物
な
る
こ
正
は
言
ふ
を
待
た
な
い
。

世
界
に
於
け
る
凶
家
F

氏
本
主
義
ピ
別
問
資
本
主
義
と
は
従
来
概
ね

心
同
惜
の
如
〈
行
動
す
る
が
、
北
(
よ
り
も

先
づ
剛
氏
終
消
に
於

τ岡
山
部
が
資
本
家
附
叫
酬
の
利
後
を
代
表
せ
る
槻
ゐ
る
が
故
仁
、

二
者
は
本
質
的
に
同
一
者
な

h
J
J
」
読
解
さ
れ
易
h
I

、
併
[
北
一
は
恰
も
主
人
ご
番
頭
ご
が
附
一
の
行
動
を
執
る
が
故
仁
二
人
は
同
一
人
で
あ
る
ど

見
る
が
如
き
で
ゐ
る
。
又
一
一
人
を
別
人
子
知
h
な
が
ら
も
同
家
ピ
資
本
家
階
級
正

ω執
れ
が
主
人
で
あ
り
番
闘
で

あ
る
か
に
就

τも
政
仰
が
生
れ
一
日
仰
い
。

一
凡
に
利
用
し
合
ふ
間
的
に
あ
'
り
て
は
各
自
が
相
手
方
を
利

m
Lて
居
る
ど

思
ふ
o

併
し
境
相
は
共
時
々
に
力
内
張
、
百
方
が
川
摘
さ
方
を
よ
り
多
〈
利
用
し

τ府
る
の
で
あ
る
o

同
家
己
資
本
家

階
級
ピ
の
閥
係
も
之
に
判
別
す
る
。
通
俗
的
に
一
百
へ
ば
附
山
部
機
闘
を
椛
成
す
る
人
々
が
鋭
敏
な
る
岡
・
米
的
良
心
を
有

す
る
や
否
や
、
時
代

ω趨
枇
却
を
明
川
町
小
J

b
判
断
力
を
有
す
る
十
台
や
じ
由
っ
て
、
資
本
家
加
減
に
劃
す
る
閥
山
本
的

地
位
が
相
法
L
I
来
る
。

接

自而

世
町
升
担
抗
山
成
立
制
担

第
二
十
二
巻

(
か
二
蹴

士
F

苅
)

ニ九
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四

古
代
の
国
家
で
あ
っ
て
も
、

自
然
経
済

ω成
行
に
放
任
し
が
ね
て
、

土
地
分
配
の
如
き
蛍
時
に
あ
り
で
は
岐
本

的
改
革
ご
見
る
べ
き
経
済
政
策
を
断
行
せ
る
お
例
も
あ
る
が
、

意仁配合碕岬
M

捌
に
し
て
再
び
自
然
縦
情
的
横
行
す
る
ま

、
に
放
任
し
た
。
近
代
凶
・
誕
の
確
立
す
る
に
及
ん
で
も
、

初
め
は
枇
曾
の

一
般
秩
序
を
保
持
す
る
を
以
て
十
土
要
の

任
務
ピ
な

L
r
o
近
代
枇
前
総
出
前

ω組
織
及
辿
畿
は
資
本
主
義
制
で
あ
h
，、

幽
家
は
此
髄
制
に
加
携
す
る

ご

が
最
も
容
易
な
る
且
つ
常
然
な
る

一
般
秩
序
維
持
法
で
ゐ
っ
た
。

衣
で
岡
家
が
占
禁
遇
税
済
的
系
統
及
秩
序
を
自
己

の
統
制
に
牧

U
る
に
及
ん
で
も
向
は
此
の
自
然
縦
憐
的
資
本
主
義
制
を
相
縦
し
て
意
志
的
経
隣
組
織
・
己
な
し
、
之

に
依
っ
て
図
民
縦
済
の
繁
栄
台
欲
求
し
賀
行
L
H仏
C

此
際
に
於
り
る
剛
山
部
の
政
策
は
主
ご
し
て
資
本
主
義
的
生
産

政
策
で
ゐ
っ
た
が
ら
其
粕
川
本
は
資
本
企
業
に
よ
ち
て
困
婦
に
陥
れ
る
券
働
者
階
級
を
白
血
施
せ
し
め
、

北
(
蕗
に
勢
働

者
運
動
を
勃
興
せ
し
め
た
。
斯
〈
て
資
本
家
樹
妙
働
者

ω階
級
関
守
が
段
々
ご
烈
し
〈
な
る
に
M
A

ぺ
ば
、
先
づ
圃

家
が
一
般
秩
序
を
維
持
す
る
最
も
安
全
な
る
念
は
凶
家
が
此
の
闘
守
の
上
に
超
然
た
る
こ
主
で
あ
る
。
究
に
岡
家

が
桜
橋
秩
序
の
破
壊
を
防
止
し
且
つ
之
を
進
歩
せ
し
め
よ
，
フ
ご
す
る
途
は
、
従
来
の
資
本
主
義
制
を
頑
守
す
る
こ

芭
な
〈
、
耐
労
働
主
義
制
に
附
代
相
応

ω待
遇
を
興
ふ
る
こ
ご
で
ゐ
品
。
千
九
百
二
十
年
、

以
太
利
に
於
て
労
働
者

ω
工
場
占
領
が
起
っ
た
時
、
政
府
は
曾
祉
制
り
保
護
要
求
を
尽
り

τ厳
正
中
立
を
宣
言
し
た
。
工
場
財
産
の
侵
害

に
雌
到
し
保
誰
を
拠
へ

F
る
-
』
ご
を
困
-M

棋
の
巾
立
正
一
言
ふ
は
、
如
何
に
も
奇
妙
に
聞
ゆ
る
が
、
併
し
以
太
利
蛍
時
の

閣
情
で
は
苫
ま
で
不
思
議
な
評
で
は
な
か
っ
党
o
又
岡
家
が
経
済
秩
序
に
立
入
、
り
て
工
場
法
及
崎
労
働
組
合
法
を
設



け
て
和
軍
配
す
を
保
護
す
る

l
l
h
T
m聞
か
を
保
議
す
る
の
で
な
〈
|
|
ご
き
は
、
巳
に
凶
・
廷
が
資
本
挺
階
級
に
専
脱

す
る
も
の
で
な
い
こ
ど
が
宥
取
さ
る
、
が
、
真
に
閥
山
部
が
よ
助
協
議
併
決
及
労
働
企
業
訟
を
制
定
す
る
に
歪
ら

ば
、
ょ
!
資
本
主
義
制
が
向
は
主
た
る
純
情
組
川
酬
と
[
一
L

ト
仔
れ
す
る
ど
も
、

岡
山
添
は
決

t
て
本
代
的
に
は
資
本
主

義
幽
・
米
で
な
い
I

よ
言
ふ
-
二
ふ
い
け

υ明
隙
f

表
示
古
品
、
こ
ど
、
な
る
。

同
民
紘
一
紛
が
自
然
綿
一
約
七
る
時
代
は
勿
論
で
あ
る
が

意
志
縦
憐
ご
な
ち
て
も
続
初
は
向
然
純
情
的
系
統
及
秩

序
1

1
資
本
主
義
制
1

1
を
相
縦
[
て
立
本
統
制
的
内
答
ご
す
る
o

汁
;
頃
F

叶
は
同
日
ら
(
出
川
1
1
i

、

J

t

i

l

l

-

t

j

i

 

小
川
は
同
家
は

之
を
増
長
せ
L
L
U
る
方
策
す
ら
執
っ
て
居
品
。
北
際
に
は
剛
山
系
志
志
l

l
安
全
な
る
見
解
eyMMμ
ば
、
ふ
を
泌
総
掛

を
統
制
す
る
凶
家
志
志
|
|
ご
資
本
主
義
者
り
階
級
志
士
山
ピ
は
正
[
〈
重
な
り
合
っ
て

一
慨
山
如
く
見
え
る
。
一
介

な
、
現
象
的
に
は
一
物
で
あ
る
o

此
の
岡
山
水
が
内
仁
荘
っ
て
資
本
主
義
組
械
を
保
持
す
る
凶
4
0
な
ら
す
、

外
仁
釣

L
て
資
本
主
義
的
活
動
合
行
ふ
。
財
閥
資
本
主
義
者
は
資
本
家
的
利
徒

ωみ
を
目
的

t
L
、
北
(
利
銭
的
骨
岬
め
に
は

同
氏
経
泌

t
t糸
統
及
校
一
汗
に
順
肱
昔
る
が

利
徒
に
反
す
る
場
合
に
は
出
来
る
だ
け
共
ロ
品
川
一
統
此
秩
序
に
制
到
す

る
服
従
会
避
付
ゃ
う
ご
す
ゐ
O
H
(
控
中
山
人
々
が
肘
外
到
る
所
に
利
潤
川
仰
を
求
む
る
行
動
は
金
(
市
民
総
渋
的
で
あ

る
。
岡
家
一
か
此
吋
財
閥
党
本
主
義
材
、
」
同
作
!
山
町
外
的
に
岡
山
家
資
本
主
義
り
政
策
を
執
ゐ
ご
き
は
、

北
一
階
に
同
家

t
岡
山
都
ど
が
位
制
す
る
。

耐
し
て
闘
民
総
掛
は
国
家
的
意
志
統
制

ω支
持
す
る
所
で
あ
る
か
ら
、

期
間
及
幽
家
資

本
主
義
を
合
せ
た
る
わ
両
町
小
川
が
い
ヰ
誌
は
各
凶
民
経
済
を
機
接
に
閲
聯
せ

L
む
る
粕
川
市
を
生
す
る
。
此
の
閥
腕
叫
肌
混

論

繋

旺
凶
仲
髄
消

m成
立
過
程

第
一
-
十
=
申
告

(
凡
同
町
二
抵

J、
) 

1. 
n 

，.恥 J



論

議

世
界
組
出
。
成
立
過
程

第
二
十
二
容

(
部
二
掠

入

) 

二
九
六

ド
は
能
動
剛
氏
も
め
ら
所
勤
岡
氏
も
ゐ

b
、
英
米
の
如
き
提
携
に
傾
〈
も
の
も
あ
b
、
英
調
又
は
仰
獅
の
如
〈
競

94し
抗
守
す
る
も
の
も
あ
り
、

東
欧
及
支
那
に
於
り
る
が
如
く
列
闘
の
利
盆
守
奪
戦
も
あ
る
が
、
敦
れ
に

L
て
も

各
凶
民
経
済
が
結
付
け
ら
れ
て
或
一
定
の
交
通
系
統
及
秩
序

ω下
に
入
込
む
の
で
あ
る
。

此
の
国
民
経
由
胤
仰
の
附
聯
は
外
形
仁
於
て
は
岡
際
縦
勝
仁
助
似

L
t
居
る
が
、

芸
賞
質
は
会
〈
別
簡
の
も

ω
で
あ

る
。
園
際
経
憐
は
岡
氏
経
泌
を
構
成
単
位
三
な
仁
、

各
国
民
総
糖
が
相
互
の
交
通
に
肉
b
て
茶
園
民
的
要
求
を
意

志
的
に
賞
現
し
よ
う
ご
す
る
闘
係
山
上
に
成
立
す
る
。
其
蕗
に
は
各
凶
民
の
生
活
上
り
相
互
依
頼
が
や
作
L
・
北
(
骨
岬

め
に
闘
家
の
作
用
意
志
の
結
合
に
由
っ
て
竿
威
的
な
が
ら
も
岡
際
岡
鱒
怠
志
を
生
じ
、

各
岡
家
は
其
の
統
制
に
服

従
す
る
o

然
る
に
資
本
主
義
に
由
る
圃
民
経
併
の
高
民
的
闘
聯
は
、

車
仁
川
用
閥
資
本
主
義
の
高
H
A
続
出
仰
に
於
り
る

交
通
系
制
及
秩
序
が
延
長
さ
れ
て
岡
氏
経
済
の
闘
聯
蚊
態
を
生
じ
た
る
に
止
ま
る
の
で
あ
る
o

部
民
資
本
主
義
は

国
際
法
の
認
む
る
剛
氏
の
資
本
所
有
及
び
負
帥
労
働
己
世
界
の
貨
解
交
通
及
び
白
山
交
通
百
を
基
礎
ご
し
て
存
立

し
、
則
間
資
本
主
義
者
が
資
本
主
義
同
家
|
|
従
つ

τ其
国
家
に
率
ゐ
ら
る
、
附
民
経
済
ー
ー
を
仲
ふ

τ繭
刷
る

世
界
的
資
本
戦
の
緋
長
に
立
つ
の
で
あ
る
o

此
餅
長
に
は
何
等
の
意
志
統
制
も
行
は
れ
な
い
で
、
世
一
戸
蕗
に
行
は
る

、
活
劇
は
全
〈
自
然
的
交
泌
系
統
及
秩
序
に
委
ね
ら
れ
て
ゐ
る
o

闘
際
経
摘
に
ゐ
b
て
は
、
巳
に
二
一
的
強
大
な

る
国
民
が
他
の
国
民
を
雌
倒
的
に
支
配
す
る
こ
己
は
出
来
な
レ
や
う
に
な
っ
て
居
る
。
然
る
に
閥
民
抑
制
措
仰
の
高
民

的
側
聯
に
ゐ
ム
ツ

τは
、
雄
大
な
る
資
本
閥
民

l
|若
〈
は
富
源
倒
民
!
ー
は
他
の
弱
小
資
本
剛
氏
を
殿
し
〈
支
配



す
る
こ
古
が
可
能
で
あ

h
、
叉
屡
々

u

芙
の
危
険
さ
へ
も
見
h
T
居
る
。
蓋

L
国
際
関
係
に
於

τは
巴
に
志
士
山
法
則

た
る
正
義
の
カ
が
或
程
度
ま
で
頭
を
盤
げ
、
微
力
な
が
ら
も
司
怯
裁
判
所
寸
ら
出
来
上
っ
て
居
る
が
、
高
民
闘
係

に
ゐ
b
τ
は
唯
に
優
勝
劣
敗
の
自
然
法
則
が
流
行
す
る
に
止
ま
る
か
ら
で
ゐ
る
。
此
の
闘
際
闘
係
正
諸
民
闘
係
ご

の
匹
別
は
軽
々
し
く
看
過
苫
れ
ー
は
な
ら
泊
。
試
み
に
一
例

t
L
τ
、
今
日
の
支
那
が
、
あ
の
や
う
に
闘
内
の
混

乱
を
織
り
な
が
ら
而
か
も
謝
外
的
に
は
泰
然
自
若

t
ー
し
て
強
大
闘
の
態
度
を
執
h
居
れ
る
は
、
果
L
て
何
の
故
な

る
か
に
組
剥
せ
よ
。
支
那
は
闘
際
闘
係
に
於

τ強
闘
の
-
陸
迫
を
寛
め
ら
れ
、
高
氏
側
係
に
於
て
彼
の
豆
大
な
る
宙

個
師
を
懐
語
、
此
の
双
方
よ
ち
推
苔
れ
て
自
ら
撞
む
る
こ
正
な
〈
一
旗
L
て
蹴
倒
ご
な
っ
た
の
で
め
る
o

而
し
て
支

那
E
劃
比
し
て
回
品
た
る
我
闘
の
地
位
は
如
何
。

資
本
主
義
的
勢
力
は
伴
大
で
ゐ
る
。
小
は
工
場
仁
於
り
る
筒
人
抑
制
後
よ
h
、
大
は
世
界
に
於
り
る
凶
民
経
済
の

開
聯
に
及
ぶ
。
「
プ
A

P

Y

」
氏
が
「
謎
輔
期
の
腕
隣
県
」
仁
於
て
、
「
世
界
経
済
は
賞
在
す
る
、
共
は
惟
界
に
於
て

岡
家
的
資
本
主
義
的
統
一
一
般
携
を
締
成
田
単
位
正
す
る
白
目
的
・
無
政
府
的
・
不
合
理
的
組
織
で
ゐ
る
」

E
言
っ
た
の

は
、
確
か
に
賞
在
す
る
色
の
を
看
取
L
た
の
で
ゐ
る
。
併
t
氏
の
限
界
経
済
正
和

τ
る
も
の
は
私
よ
り
見
れ
ば
唯

r資
本
主
義

ω上
仁
立
つ
国
民
経
済
の
高
民
的
関
聯
に
過
ぎ
な
い
、
世
界
経
携
は
共
に
げ
に
て
は
形
態
を
完
成
し

、le
、。

F

L

 

資
本
主
義
は
巳
に
図
家
の
意
士
山
統
制
の
中
仁
牧
め
ら
れ

τ来
た
が
、
一
冗
を

E
せ
ば
自
然
↓
舵
曾
の
産
物
で
ゐ
・
9
、

論

議

世
界
脚
神
間
曲
成
立
過
程

第
ニ
十
二
巷

(
第
=
銃

J、

九
士



面指

J8t 

陀
易
相
消

ω
成
立
過
程

第
二
十
二
番

(静一一腕

入
凶
)

プL
λ 

同
位
意
志
的
創
ゐ
一
物
で
な
ハ
i
o

自
然
的
場
'
換
は
又
自
然
に
強
制
す
る
。

‘
.
、
‘
.
、
.
、
‘

勢
働
主
義

ω辿
助
で
ぬ
る
。

此
山
鋭
州
問

ω
反
射
比
四
に
現
れ
に
る
も
ゆ
が

此
叫
迩
的
は
初
め
小
な
司
令
上
場
守
的
よ

h
必
ず
っ
て
会
凶
的
に
蹴
大
し
た
る
も
、

同
調己

が
資
本
主
義
に
加
山
山
!
品
却
の
不
可
な
る
を
知
っ
て
遂
に
肝
界
的
川
付
注
品
別
仁
進
み
山
で
た
。
此
山
迩
助
に
は
急
進

糊
進
的
別
め
る
も
、

附
す
る
所
は
現
賀
川
同
本
を
縦
山
ゼ
す
、

h

れ
も
に
品
労
働
者
階
級
凶
勢
力
を
以
t
労
働
五
議

ω

純
情
組
織
を
打
池

τょ
う
4

す
る
に
あ
る
。
期
山
る
労
働
主
義
ψ

出
動
は
明
h
M

に
出
民
的
組
肋
で
ゐ
り
、
古
内
民
Mm
泌

上
心
現
象
で
ゐ
晶
、

倣
誠
に
て
「
イ
ン
タ
ー
ナ
ジ
ヨ
ナ
ル
」
ピ
昨
よ
も
凶
民

同
問
民
ご
り
聞
に
立
つ
附
係
で
は
な

ぃ
。
両
氏
縦
泌
上

ω資
本
主
義
り
支
配
は
正
し
〈
泌
氏
縦
略
胴
上
一
川
り
勢
働
主
義
ゆ
注
励
ご
封
立

L
、
貨
は
前
者
が
後

者
を
喚
起
し
た

ωで
ゐ
る
。
而
し

τ前
者
一
伊
川
民
総
済

ω高
民
的
刷
聯
を
生
告
し
め
た
る
如
〈
、
後
者
も
亦
附
川
悦

ω事
態
を
後
生
せ
し
め
た
る
が
、
勿
論

一
は
川
崎

FN
り
支
配
力
で
あ
h
他
は
之
仁
射
す
る
反
抗
力
?
の
る
か
ら
、

比百

ω一
凶
聯

ω内
容
は
相
法
L
t
居
品
。

附
民
縦
断
が
全
〈
資
本
主
義
州
刊
に
従
は
れ
肱
る
時
代
に
於
一
ー
は
、

凶
中
部
は

概
ね
労
働
者

ωH尚
一
民
的
運
動
を
川
仰
し
庖
た
る
が
故
に
、
閥
民
終
日
怖
の
持
民
的
剛
山
卿
は
唯
戸
市
秘
的
立
義
を
一
付
す

る
に
地
ぎ
な
伊
っ
た

Q

や
が
℃
凶
山
本
が
交
一
辿
縦
掛
上

ω
統
制
に
枕
し
淵
自
の
ぷ
k
u
活
動
士
机
ら
ふ

h

こ
す
る
方
向
に

傾
〈
に
従

ο‘
捗
働
者
山
一
市
内
町
民
的
叩
旭
川
叫
も
次
治
に
凶
'
日
本
及
び
凶
M

山
純
情
を
働
か
上
得
る
や
う
に
な
り
、
勢
働
十
ぷ
識

を
'
出
分
的
に
成
総
せ

L
む
る
則
じ
於
工
各
川
間
民
側
抑
泌
を
同
一
方
向
に
誘
致
し
っ
、
心
る
o

比
践
に
得
一
側
主
義
L
由

る
所
の
同
氏
刷
出
掛

ω
市
内
民
的
制
聯
が
偵
極
的
に
総
的
ら
H
H

得
L
O
勿
論
此

ω一
場
合
は
、
資
本
十
寸
「
議
が
現
民
ハ

ω粧
隣



ぃ
。
仰
は
又
此
践
に
午
一
品
ふ
悶
民
総
扮

ω附
聯
U
資
本
ト
仁
義
に
就
て
見
た
る
ご
刷
必
に
益
〈
白
然
的
刷
物
に
池
ぎ
な

運
阻
百
合
支
配
す
る
ご
回
現
1

り
、
事
ん
共
の
哩
貨
の
支
配
十
俸
制
す
る
に
止
ま
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
岡
民
間
服
憐
山
り
闘

間
制
叫
肌
抽
出
も
亦
単
l
国
民
絞
憐

ω勢
'HH
印
刷
守
に
掛
す
る
態
皮
小
川
越
化
に
件
ふ
て
部
川
的
に
漸
進
す
る
仁
池
ぎ
な

レ
。
彼
山
り
凶
際
経
腕
方
面
に
於
り
る
凶
際
崎
町
伽
者
保
訟
の
純
情
立
法
は
此
の
臼
然
的
な
る
岡
氏
縦
泌
の
刷
物
が
部

品
川
的
に
志
士
山
活
動
ピ

L
て
現
は
れ
来
れ
る
も

ωで
あ
る
o

以
上
地
べ
た
る
如
(
百
同
際
経
憐
安
泌
が
後
反
す
る
ピ
ー
さ
は
・
先
ヴ
世
削
介
を
範
倒
正
す
る
各
品
川
都
械
の
相
任
交

泌
が
加
地
力
、

次
に
北
〈
が
臨
時
川
此
[
て
地
上
の
各
部
耐
に
一
R
b
自
然
的
仁
系
統
及
秩
序
を
生
中
る
ど
き
比
一
階
に
出
民
抑
制

泌
を
成
立
ゼ

L
品
、
絡
に
泌
氏
wm憐

μ
叫
じ
1
各
国
民
縦
協
加
を
包
抗

L
・
自
然
的
に
其
等
を
山
民
的
問
mw
に
場
き

行
〈
O

斯
の
如
〈
闘
民
抑
制
憐
り
前
民
的
刷
物
を
随
作
す
る
民
民
総
渉
内
向
然
的
交
湖
系
統
及
秩
序

ω系
列
は
之
を

州
民
総
怖
カ
-
向
、
」
名
ヴ
〈
L
o
之
を
カ
而
正
一
百
へ
る
は
先
一
一
き
に
同
間
際
絞
抑
制
方
而
に
就
て
号
一
一
日
へ
る
如
〈
、
此

ω系
列

カf

i弘、彼
氏・ U)

斗系
云事!J
J 己

言共
葉に
は 1ft
傾斜
めれf
l 1't; 
ームー をみ

L 、 t¥i;
H年立
11::ゼ
ヵ、 L
らむ
イf- る
L 内
T 辛Z
J'Afの
fこ
力安 一

方
而
を
な
す
か
ら
で
ゐ
る
。

却
つ

τ今
日
に
於

τ応
れ
ら
れ
た
か
の
や
う
な

削
叫
が
ゐ
る
o

古
川
り
天
下
前
民
ご
言
へ
る
は
会
人
制
を
統
一
的
仁
考
へ
た
る
槻
念
で
ゐ
っ
て
、
説
れ
か
ご
云
へ
ば
政

治
上
又
は
山
市
数
上

ω則
想
の
帆
到
象
ピ
計
一
巳
れ
北
(
に
げ
民
府
戚
が
引
制
炉
つ
ロ
。
後
に
民
族
側
家
一
か
町
胤
M
Z
な
る
に
従

面市

首え

川
刊
町
升

hr
酬
の
時
立
担
程

品
二
十
二
谷

(
釣
二
抗

λ
宜
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九
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論

蟻

世
界
魁
済
白
成
立
過
程

第
二
十
二
審

第

掛

λ
六
)

O 
O 

っ
て
此
の
理
想

ω封
也
捕
は
次
第
に
誠
界
か
ら
遠
F
げ
ら
れ
た
。
然
る
に
之
ピ
反
割
に
、

近
代
に
於
り
る
通
運
機
関

の
進
歩
は
我
等
に
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
地
方
に
於
り
る
住
民
の
生
活
版
越
を
知
ら
し
め
、
近
代
人
正
な
ち

τ始
め

τ

官
同
民
の
質
証
戚
が
確
か
正
な
っ
た
。
高
民
経
憐
は
比
の
賞
在
戚
の
上
に
確
貨
に
思
念
せ
ら
る
、
。
但
H
h

比
の
賞
在

戚
も
・

一
般
人
の
立
場
か
ら
は
今
日
未
口
会
人
類
ご
言
ふ
新
し
い
理
想
の
劃
象
に
導
か
る
、
に
至
ら
な
い
。
殊
に

縦
隣
生
活
じ
就
て
斯
〈
言
へ
る
。
従
つ

τ高
民
経
済
方
面
の
特
色
は
、
主
正
し
て
筒
人
の
立
場
か
ら
、
共
経
済
的

欲
求
を
世
界
の
範
闘
に
於

τ質
現
し
よ
う
ご
す
る
人
々
の
交
通
関
係
が
、
自
然
的
仁
一
定
の
系
統
及
秩
序
を
成
L

来
っ
た
苦
言
ふ
貼
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

高
民
経
済
方
面
は
国
際
経
済
方
面
己
酷
似
し
、
三
者
を
匝
別
す
る
こ
ピ
は
或
は
俄

h
に
人
銭
的
縦
念
を
弄
す
る

然
ら
ば
此
の
高
民
雛
憐
方
面
は
如
何
な
る
根
織
に
依
っ
て
存
立
し
・
叉
如
何
な
る
境
界
に
依
っ
て
同
じ
世
界
を

範
園
正
す
る
所
の
闘
際
経
済
よ
り
も
別
筒
の
存
在
を
保
ち
得
る
の
で
め
る
か
。

も
の
で
は
な
い
か
ど
言
ふ
批
難
を
換
期
し
な
い
で
も
な
い
。
併
し
此
の
匝
別
は
複
合
図
髄

1
i固
飽
を
以
て
組
織

る
交
通
経
済
が
闘
民
経
済
で
ゐ

h
、
英
国
民
経
済
の
交
渉
聯
結
が
国
際
線
憐
で
ゐ
る
ご
す
れ
ば
、
其
外
に
別
に
高

き
る
、
一
屠
大
な
る
剛
健
ー
ー
の
成
立
過
桂
を
明
か
に
し

τ世
界
経
憐
の
特
質
を
了
解
す
る
上
に
於
て
必
要
で
め

る
。
寧
に
地
域
の
紬
よ
ち
目
見
れ
ば
、
世
界
の
土
地
及
人
口
は
皆
執
れ
か
の
岡
家
に
麗
し
、
岡
家
の
統
制
領
域
に
め



民
経
済
な
る
も
の
、
存
在
す
る
餓
地
は
無
い
や
う
に
見
え
る
。

き
れ
H

と
我
等
が
交
通
経
済
の
依
っ
て
立
つ
所
を
人

間
生
活
の
境
涯
に
求
め
、
其
境
涯
は
胞
子
し
て
の
人
間
的
連
総
閥
係
及
び
用
こ

L
て
の
生
活
の
変
渉
開
係
に
ゐ
る

ぜ
な
し
、
其
の
連
約
闘
係
及
び
交
捗
胸
係
が
如
何
に
ゐ
る
か
の
内
容
を
考
へ
、
而
し

t
交
通
経
岬
慣
の
系
統
及
秩
序

の
賞
質
的
限
界
知
何
を
御
察
す
る
な
ら
ば
、
北
一
世
陣
に
国
際
関
係
ピ
臭
る
所
り
高
民
闘
係
を
後
見
[
得
る
で
あ
ら

ム
o

現
代
の
凶
民
総
演
は
岡
家
の
意
忘
統
制
に
依
る
所
の
交
通
系
統
及
秩
序
を
具
ふ
る
も
の
で
あ
る
が
、
国
民
の

経
済
交
り
迎
行
柏
崎
が
皐
げ
て
同
家
内
定
む
る
左
か
右
か
の
規
出
ヤ
に
従
っ
て
行
は
る
、
評
で
は
な
い
o

郎
も
共
等

ω中

に
は
国
家
の
制
規
に
従
ふ
も
の
ご
凶
家
か
ら
自
由
に
波
任
き
る
、
も
の
ご
の
別
が
あ
る
o

岡
民
解
隣
に
於
り
る
人

々
の
自
由
交
通
の
範
凶
は
今
の
露
両
亜
を
除
い

τは
可
な
の
底
汎
に
残
苫
れ
て
居
る
。
闘
日
出
献
問
機
が
自
然
経
済
か

ι意
志
経
済
に
移
れ
る
際
に
は
、
概
ね
自
然
空
交
泌
系
統
H
A
秩
序
を
共

ω
土
、
に
意
志
統
制
の
内
容
己
な
し
て
某

以
前

ω
自
由
服
曲
駅
伝
認
容
し
・
闘
-M

棋
は
唯
に
此
の
内
容
を
幾
百
民
!
得
る
地
位
に
上
る
の
で
あ
る
。
此
朕
態
は
一
一
袖

の
相
紛
閥
係
で
あ
っ

τ、
相
総
人
た
る
岡
家
U
被
相
続
人
た
る
自
然
が
典
へ
居
た
る
謂
ゆ
る
自
然
的
自
肉
の
系
統

及
秩
序
士
、
国
民
経
済
上
の
目
的
に
従
ひ
必
要
に
膳
じ
て
漸
弐
に
痩
兎
ず
る
。
併
L
此
の
樋
克
も
、
多
稲
川
り
経
梼

行
筋
に
共
通
な
る
準
則
を
定
め

τ概
括
的
に
之
を
拘
束
す
る
に
止
め
、
各
研
の
行
錯
に
一
々
的
制
規
を
設
り
な
い
V

の
を
辺
倒
ご
す
る
。
術
は
同
一
糸
が
一
般
的
仁
意
志
統
制
を
行
ふ
ど
は
一
百
ひ
な
が
ら
、
北
(
的
意
士
山
カ
が
強
さ
に
於
工

耐
品
目
…
り
自
然
力
に
及
ば
F
る
交
通

ω方
面
に
ゐ
り
て
は
、
岡
家
は
巳
U
e
T
得
宇
之
を
自
然
の
成
行
に
放
任
す
る
。
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断
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4
怖
仁
山
A

り
て
附
氷
山
土
M
K
U
統
制
ピ
臨
も
収
入
山
一
行
劫
仁
-
々
規
矩
を
蛍
て
、
拘
束
す
る
諜
で
は
な
〈
筒

人
凶
白
山
針
助
川
範
凶
は
削
る
民
主
に
及
ん
で
一
川

ι。
ー
く
じ
へ
ん
V

4

京
汗
之
週
一
I
書
4
-
主
二
世
h
a
m
E

下
山
こ
氏

l
ノ

-

，

ノ

/

L

お
h
r
w
y
V
4
c
・14Yイ
4
4
n
t
k
J
'
h
r
u
・'j
u
-
-
I
a
d

的
地
向
に
於
て
賂
た
双
山
的
比
凶
抗
的
刷
係
に
於
一
¥

を
結
び
口
比
つ
交
砂
聞
係
を
生
す
る
が
、

他
方
仁
於
工
は
白
山

rw動
的
範
凶
ト
ト
炉
、
工
、

例
外
的
に
は
州
一
部
内
制
却
に

、.‘.

U
此
!
て
ま
で

h
的
人
的
仁
、

従
っ
て
お
民
的
仁
世
界
り
の
ら
ゆ
る
人
々
己
的
問
に
於
工
辿
給
側
M
加
を
粘
び
且
つ
交

砂
川
削
係
を
生
争
る

ωで
ふ
る
ο

叉
斯
山
知
九
百
差
別
は
怖
に
な
人
に
就

τ見
る

ωみ
で
な
〈
、

間
家
MAυ

ん
を
中
枢
正

す
る
同
氏
経
泌
ま
で
も
・

一
方
で
は
川
間
以
息
I
U
を
詰
ぷ
的

1
l作
川
」
品
目
必
的

1
i
に
結
合
せ
し
h
u

る
所
の
附
際
的

旭
川
沿
H
A
交
沙

ω聞
係
を
生
拍
亡
し
め
、
仰
方
で
は
尚
氏
縦
済
企
自
然
的
{
川
附
刷
廿
l
h
U
る
所
内
持
民
的
辿
的
反
交
沙

附
係
企
生
世
〔
む
る
ゆ
で
ム
品
。

凶
際
山
り
γ

坑
仰
は
川
問
川
山
川
内
聞
係
に
別
ゐ
ら
る
、
が
、

な
は
此
の
附
一
似
を
山
地
域
的
に

b
m
i
l
k
-
-
0
3
こ
1
山

J
O

I
J
J
O
L
I
M
A
巴
'
U
1
1
5
4

E
3
E
P
A
-
七
j
1
4
山
る
ら
、

品

加

/

ザ

z
t
d
p
レ
l
J
I
ヵ

同
際
附
係
内
外
に
謁
民
間
係
が
存
す
る
ご
日
比
る
の
で

あ
る
。前

川
川
川
間
以
M

脱
出
仰
凶
時
代
正
断
も
M

問
民
経
済
比
一

r

一
を
椛
成
せ
る
人
々
の
附
に
は
街
技
な
る
し
一
尖
泌
附
係
が
成
立
し
応

た
る
も
、

比
一
を
同
際
的
三
一
守
口
ふ
も
よ
し
、

市
民
的
三
一
員
ふ
も
よ

l
、
特
に
二
お

ω
凶
に
阿
山
を
設
く
る
必
要
が
与

B

J

こ。

み

μ
〆
一
寸
d

並
(
其
陛
に
は
自
立
的
附
民
総
掛

ω限
非
営
定
む
品
交
通
経
済
上
め
意
志
が
存
し
な
か
っ
た
炉
ら
で
ゐ



るの
11十
九
世
紀

ω英
吉
一
利
剛
四
民
総
携
の
如
き
は
己
に
後
期
閥
民
縦
憐
に
入
れ
る
も

共
級
協
加
組
械
は
自
由
交
泌
を

原
則
ピ
[
且
均
質
際
仁
一
於
1
測
同
巾
訟
も
腹
話
白
山
h
g

許
容
1
仁
田
川
た
か
ら
、

現
象
内
外
形
に
於
て
は
前
川
副
民

制
町
九
併
ご
殆

y-搾
F
.
肋
が
な
い
。

比
(
放
に
|
|
共
外
仁
川
附
民
山
総
情
的
勢
力

ω川
明
大
な
る
こ
ピ
及
び
尖
k
H
利

ω側
地

が
肘
川
介
内
各
方
耐
に
ド
作

l
わ
い
る
-
}
ご
も
川
つ

τ力
ゐ
る
が
|
|
英
古
利
内
側
よ
b
見
わ
い
ば
、

北
一
(
川
悶
民
的
針
外
交
狙

は
英
古
利
凶
民
総
術
的
憐
以

ω
如
〈
考
へ
ら
れ
、

閥
抗
は
政
治
的
じ
は
明
隙
な
る
も
絡
協
例
的
に
は
憾
め
て
戦
い
意

此
を
払
一
つ
に
過
当
な
が
っ
代
。

t
t
d
q
J
J且

w
T
L
.ド
9
4

屯
一
、
日
H
q

こ
い
い

y
t
z
u量
的
μ
1
1
J
L
H

一
般
縦
消
山
中
的
抽
象
論
に
仰
っ
て
魁
口
省
力

な
る
似
凶
で
ゐ
る
。

近
道

J
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u
H也
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ノ
「
こ
ま
Mm
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持
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F
一-
u
h
'
ν
1
l
t
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同
際
経
治
己
応
民
総
統
正
の
差
別
以
認
誠
さ
れ
難
い
。

側
主民

が
立
川
的
じ
し
矢
泌
総

1

品
川
い
上
山
系
統
υ

比
秋
i
h
r

山
政
砂
に
i
山

J
し

特
に
み
本
的
総
決
純
綿
に
枕
一
L
考
慮
J
る
?
?
に

月
r
o
L
H
f
O

1
4
1
 
同
民
的
M
い
目
付
が
白
ら
飢
明
正
な
b

均
し
〈
凶

M
t池
へ

1
行
は
る
、
絡
協
州
安
一
辿
で
ゐ
つ
℃
も
、

附
民

を
成
立
法
州
地
及
ぴ
叫
怖
政
襲
来
ピ
な
す
所
山
系
統
及
秩
序
は
凶
除
紘
一
附
方
而
仁
一
凶
L
、
人
制
州
北
H
H
辿
の
縦
術
的
性
質
及

び
世
界
的
泌
怖
の
刷
泌
を
込
碓
正
し
て
北
(
上
に
立
つ
所
的
系
統
及
秩
序
は
民
民
総
'
併
方
而
に
別

L
、
北
(
々
分
野
を

同
時
じ
す
，
。
こ
己
、
な
ゐ
の
で
あ
る
。
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